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事業の目的・内容

Ⅰ



Ⅰ．事業の目的・内容 
【事業の目 】 

食品 連事業者の 利用食品の活用の実 ルとして、特定 利活動法 セ ン

ドリーグ が ですす ている食 ットワーク ー ーリンク を

実 実験の場として、フード ンク活動における 食品 効活用 ッ ングシステム

の運用を行う。 

ー ーリンク では、 業など食品提供事業者（ 、提供者という。）から提供

いた食品を、こども食堂など の を定 、フード ンクなどの食品の け しを

行う団体（ 、 入者という。）を して食品の し・活用を実施するとともに、

ども食堂などの食品を活用する各 団体（ 、利用者という。）が食品をシ し

、 々な 活動を 。 の を通じて食品を とする利用者がつながり、

のセーフテ ットの にもなる テ を 、食品の 効活用を実 して

いる。 

これ でフード ンク団体で取 いが少ない、冷凍・冷 ・青果や 期 の い常

品を い、 の手を し、食品提供 報の発 ・ ・引 ししている 分を、 ッ

ングシステムを 、実 ・ することで、作業効率を上 るとともに スト

を り、食品ロス ロを目 す。 

 

【目 すこと】 

食品ロス のた の 効活用提  

・食品 効活用 ッ ングシステムにより、食品の提供者と 入者、利用者が さ

れた 報によりフード ーン全体で食品の実 を することができ、より食品活

用を効率 に行うことができる。 

 

ッ ングシステムによる 報の  

・これ で個々に提供者から 入者、そして利用者につながっていた食品 の流れを

することにより、これ で されていた 期 の い食品等も、 、活

用場 、利用日、利用目 などの利用者の活動状況を可 することで更に食品ロス

が できる。 

 

の食品提供の み くり 

・ 分野 から、 とり 、生活 者など が な場面での な対

応から 期の で、状況にあわ た食 が可能となる。 をつなぐ食から、

食 や など 々な分野で利活用できる。 
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庫・ 流の 効活用による 用  

・提供食品の 在が明確になることで、 の ストを らす。引取り方法や ストを

可 することにより利用者同 で集 するなど、 などをシステム し、

ストを する。 果 面において分 、 などの負荷を 、 の活用

を目 す。 
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マッチングシステム実証実験のモデル
ビーバーリンクの概要

Ⅱ



Ⅱ．マッチングシステム実証実験のモデル ビーバーリンクの概要 
 

ビーバーリンク  

 
ー ーリンクとは、食と をつなぐ みで、各 活動を食の ットワークでつな

、食品や場 、 報などをシ することで を 効活用し、こども食堂や とり

団体などの利用者の活動を 間 に する取 みである。 
ー ーリンク の名前の は、 に ー ーをイ ー した。 ー ーは、小

など自 にあるものを活用し、 しくダムを作る。 はきれいになり、 は え、小動

の食事や いの場になるように、 々が集い、力を合わ て、 が し して ら

る になるような活動が、さらにつながり がることを い ー ーリンク と名 け

た。 
それぞれの 活動はその の 体性を 、 やかにつながることで られる、

と・もの・こと・おか ・ 報を し、活動が することを目 している。 
セ ンドリーグ では、 がすす る 事業 かながわボラン リー活動

2 事業負担 対 事業 として、 食と をつな から をなくす

事業 を 2 からすす るなかで、 課と し、 どもも、

おとなも もが に集える ー ーリンク を各 に している。 
 

２ の の  

 
当法 に られる からも、 や ども・ が える の課題が 在 している。

その つ とつを するには、 々の 場 が となる。その 場 は、 き を活用

した テ の 、 活動の場、 々が集える場、 や の 場 など、

立を 、 けを られる場にもなる。 ども、 者、 者、 がい者、 とり 、

イ リテ の方々、 もがつながりを ている の の課題を する方法の つ

として、 ー ーリンク の 性と、そこに食・生活用品など 品があることで、も

う つのセーフテ ットになる。 
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の ビーバーリンク の  

 
ー ーリンクの効果は、食品・運 ・ の 効活用である。 

 提供者から いた 品は場合によって、個々の活動では い れない、 な食

が りないなどの課題が発生する。 
 同じ場 や で連 して するそれぞれの 活動のなかで、 ー ーリンク

としてシ することで、食品を 効活用し、 なく い ることができる。 
 ー ーリンクで ットワークすることで、運 力の 、 認 が 上し、

活動に 同する 業や団体の 力で 定の食品確保が可能となる。 
 各団体で負担していた、保管 用、 用、 等を ー ーリンクで連 す

ることで、食品を 効活用だけでなく、その も することができる。 
 

ー ーリンクの りは、セ ンドリーグ がこども食堂の運 を すること

からス ートし、行 や フード ンクとリンクすることで、それぞれの動きが の活動

も動かす力となった。提供者の理 を て、食品提供や運 といった で、 ー ーリ

ンクという集合体と、 力体 が したことにより、より多くのこども食堂や 活

動に食品提供・運 力の力が わり、 活動が活発になった。 
提供者にとっても、その では 用負担になっていた食品ロス、在庫品、 の課題

が、 ー ーリンクの連 により、 につながり、 ストの 、利用者の運

につながっている。 
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４ ー ー の れ 

 
提供者より いた 品の 報を ッ ングし、各 ー ーリンク や 活動に

り分けを行い、利用者に提供する。 
体 に、提供者より を けてから、どのような課題なのか、それをどうしていきた

いのかを い、 体 な行動を提 。それを実施するた のリスクを事前に い し、管理

体 を確認して実施する。その後どのような効果があったのか、実 し り りを行う。 
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【食品の ッ ングの 】 

食品の 報（常 ・冷 ・冷凍等保管状況）を確認 
期 から活動状況により活用 を 定 

引取り、 品、保管など 流を確保 
利用者に食品 報を し、 ッ ングを行う 
食品の 品後、利用者に引き しを行う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の ビーバーリンク 

 
 業が業務を行う上で である 流の つの を、 、 の を え

て えていかなけれ ならない。 
  
【 流の つの 】 

 
生  

（提供・ ） 
（食品ロス・ ） 

リ イクル（ 効活用）    が 業の課題 
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・ 流（提供・ ）では、 庫からフード ンク 、そこからこども食堂など

の利用者に食品等を ける課題を、 ー ーリンク では 流の から活用

でを提 し、個 から など、 ー に応じた ッ ングを実施する。 
・ 流では、 者（ 等）からの 用品や などを する課題 

に対しては、 食品ロス になる前に、活用方法や利用者とのつな 、 利用

で を実施。 となってし う場合は、引取り の 、 の

利用の提 や 活動のプラン ングを実施する。 
・リ イクル 流では、 者からの でリ イクル可能なものを する

課題を、 業との連 によりリ イクル品を 、 等により、 効利用の提

や 活動につな る。 
・ 果、その 業の特 を生かし提 をすることで、 に にもつな 、

や Ｄ の面でも 値を上 られる。 
 

の ビーバーリンク 

 
活動の 場でも、 流を前 の つの で見ていくと、 、 生 （保管・

品 管理・ 理）、 （ ・提供）がこども食堂等の 活動団体の運 課題となる。 
 

・ 流では、食品や 等を する課題を ー ーリンク ではそれぞれ

の に多 の食品を集 保管管理し、 なものを な分だけ、 な時に引

き しを目 に実施している。 
・生 流では、食品の管理、保管や引き取り、 理の場の確保が課題で、こども食堂

などの利用者は、 ー ーリンク にある 食品の保管ができることにより、活

動日に利用数を事前に計画し、 数に応じた食品を引き取り、 する分を

することが可能となる。 理場での状況などに応じて 生面 の きかけを当日

のボランテ ス ッフにも してもらうことも説明する。 
・ ・提供 流では、利用者に食品を ・提供を 定して実施するた に、活動

において、運 者が 全に食品を提供することに してもらえるよう活動団体

同 の 報 や運 にも応じる。 
 

るやかな ットワークと 体 により、それぞれの 自性を生かした活動 につ

ながる。 
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ビーバーリンク    

 
   ー ーリンク   場 ・グラン （ テ フ ） 

・ さみーる （プラス）、てらこみーる、 者 フ ここにわ、がん る 流

  
 ー ーリンク   場 さくらリ ング（青少 セン ー） 
・さくらリ ング（ 者 ート活動、 活動、 場 活動） 
 ー ーリンク 見  場 パルシステム 見セン ー 
・ の上こども食堂、特定 利活動法 な こども食堂、 とり 、 

す いるこども食堂 
 ー ーリンク らっと   場 らっとパル  
・ らっと 者 フ 、 活動 ートセン ー、 のお の間  

さ んどて、 こども  
 ー ーリンク   場 パルシステム セン ー 
・生活 事業 えあいの 、 くり 、 プロ クト、 

こども食堂 
 ー ーリンク   場 パルシステム セン ー 
・ こども食堂すくすく、よこすかなかながや、となりのれすとらん、 

もりのお の間、 こども食堂、 フード ンクプラス 
 ー ーリンク   場 みんなの 場 すた り 
・ ン イ・ パール る 、みんなの 場 すた り、 者 フ 、 

定時 、  
 ー ーリンク   場 パルシステム セン ー 
・ 法 おもいやり ンパ ー、がん る 流 、 っこりこども食堂、 

ートフ リ くすの  

 ー ーリンク 月  場 フード ンクかながわ  

・ 月こども ッ ン、 き き ッ ン 

 ー ーリンク   場 パルシステム セン ー 

・ ての 、 法 報 食品 セン ー、 法 フード ンク らつか、

こども食堂  

 

ビーバーリンク  

 

   生活 同 合パルシステム 食品 青果、常 品等、 備 冷凍・冷 ・常 

保管 庫（ 1 か ）、 、  

 野 食品 食等の食 、 等 
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 団法 フード ンクかながわ 常 品食品全  

 ステ ・フー ・ パン 等 

 備 品等 

 ッ ー 冷凍食品等 

 冷凍  

 用 庫 備 品  

 ール ングス 備 品 

 くらし 全 対 課 備 品 

 リン ール 備 品 

 テル・ ーグランド テ 等 

 行 食品、日用 等 

 冷凍食品 

 フ ス ー ス の課題と連 、備 品の 報提供 

 事 画運 、 業の 、 画  

 庫 者 での 備 品活用 

 用 庫 団体や 業の課題と連 等 

 ウト ットパーク イ イド 場提供、運 力等 

   業の 、 流 力等 

   食品 冷 菜品 

 

 

実  

 

 青果 定期 （月 ） 

 冷凍 定期 月 2  

冷凍品 、 イスクリーム、 フライ、 団 、 き、 ロッ 等 

 常 品 、 、パス 等 

 生活用品 こども 、 用品、ランドセル等 1  

 備 品 入りパン、 トルト やおかず、保存 2  

ッグ、 用トイ 等 1  

 スク、 品 2  

 ルドの冷食  

 その 、 き 等 
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マッチングシステムの概要

Ⅲ



Ⅲ．マッチングシステムの概要 
 

セ ンドリーグ よる、全 にあるフード ンク団体およ 生活 同 合に に

よる ン ートを実施し、フード ンク活動における課題を実施した。 
システム による、 ー ーリンクの食品 状況の 立 合い、フード ンク

かながわの 、 セ ンドリーグ 事務 の リングを実施。 
 

の ン  

・食 ー ーリンク での食品 報の流れに って 。 
・利用者 の引 し日が っており、提供された食品を、引 し日に けする。 
・冷凍・冷 ・青果など 数の の食品を取 う。 
・システム管理者が引 し可能な食品リストを提 し、食品利用者の希望を事前に き取る

機能を 。 と ず、システム管理者が引 し食品の確定数を する。 
・食品利用者で、引取り数を入力。 
・利用者は用 を 報入力時に登録。 数等変更した場合は変更できる報告 を作

し、報告作業の手間の を る。 
 
 
【フード ンク活動 ッ ングシステムイ ー 】 
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マッチングシステムイメージ図



２  

 
【管理者画面】 
・管理者画面から、管理者、提供者、利用者の 報、 管理を行う。 
・ 品、引取り場 の ス 管理を行う。 
・ 品の 報入力後、 ー ーリンクの 日（引 し場 ）と ける。 日は、

期間での 定が可能であり、期日が っていない引 しでも対応可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 品 覧】 
・ 品 覧画面では、 品の 品目 個数 量 提供方法 入日

などが確認できる。 は利用者に引 す際の状況を えて、 個 などの

を 定する。 定した で、希望数や引 し数が 定していくた 、 である。 
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【引き し 覧】 
・引 し 覧では、引 し場 （個々の ー ーリンク）に応じて、取り う食品を確認す 

ることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

【引き し 報 確認・変更】 
・管理者は、利用者に引 す食品の数を事前に引き し数に入力する。 
・利用者が事前に入力した食品の用 ・希望数を え、引 し数を確定することができる

と同時に、どのように食品が われるのか、利用者の報告書提 の負担 を る。 
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【利用団体 引き し 品 覧】 
・利用団体は、自 が引き取る ー ーリンク の 日から、 取り可能な食品の

覧を閲覧することができる。 
・事前に、報告書提 の を た利用用 を する に、利用日・ 数・利用 な

どを 。 
・管理者が 分けた食品の数をもとに、引取りすることができる。数に変更が生じる場合が

あることから、実際に引き取った数を報告する を けている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 合 感】 

ッ ングシステムの実運用に け、改善や 入の が な機能 
・画面の 字の大きさ・ など見やすさ。確定ボ ンの などの操作の法 性 
・食品 報を効率 に入力管理できるよう での操作性の 実 
・通 機能、 ールでのお ら 機能の  
・取 量の ー ・ ック ップ機能 
・利用者 用の報告 の 実 
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■

サイト
マッチン
グサイト

事業者ログイン ・マッチングサイトへの事業者 ログイン
・管理者 ログイン

利用団体 ログイン ・マッチングサイトへの利用団体（ ） ログイン
・管理者 ログイン

ンテン ー ・マッチングサイトの ンテン の ー
事業者 寄付品の 登 ・寄付品の 登

・ の
寄付品の 報 ・寄付品の

・寄付品の
寄付品の ・登 の寄付品の （ ）

利用団体 マッチングイベント ・マッチングイベント （ ）

寄付品の ・ マッチングイベント 提供 寄付品の （
）

・ 寄付品 の 利用 （テ スト）の

・管理者 提供 後 の

寄付品の 報 ・寄付品の 報
寄付品の 登 ・ 寄付品の 報（ 利用 ） 登

・提供 の
・ 利用 登 場 （ ）

管理者
サイト

ログイン・ログ ト ・管理者サイトへのログイン ログ ト

管理者 カ ント登 ・ ・管理者 カ ントの登 ・ ・

の マスタ リ マスタ ・フードマッチングの リ の登 ・ ・
寄付品マスタ
管理

寄付品カテゴリ ・寄付品のカテゴリ の登 ・ ・

寄付品カテゴリ ・寄付品のカテゴリ の登 ・ ・
事業者管理 事業者 報の 登 ・事業者 報の 登

・事業者の カ ント 報の登
事業者 報の ・ ・登 事業者 報の

事業者 報の登 内容
・

・事業者 報の 登 内容の

利用団体管
理

利用者 報の 登 ・利用団体 報の 登
・利用団体の カ ント 報の登

利用者 報の ・ ・登 利用団体 報の

利用者 報の登 内容
・

・利用団体 報の 登 内容の

寄付品管理 寄付品の 登 ・寄付品 報の 登
・ リ 提供事業者 の

寄付品の ・登 寄付品 報の （
）

寄付品の登 内容の
・

・寄付品 報の 登 内容の

寄付品の ・寄付品の
イベント管理 イベントの 登 ・マッチングイベントの 登

イベントの ・ ・登 マッチングイベント 報の （
）

イベントの登 内容の
・

・マッチングイベント 報の 登 内容の

イベント寄付品 ・マッチングイベント 寄付品
イベント寄付品 ー ー ・利用団体 の ー ーリストの

・利用団体 の の 報 提供
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

事 登 ・事業者 報
  登

・利用団体 報
  登

寄付品の登 ・寄付品登
  開

の確
し

情報の
新

確
の確 ・

更新
ン

の確
し

情報の
新

確
の確 ・

更新 ン

の

の

寄付品情報の 寄付品の

寄付品情報の
確

寄付品の一覧

寄付品情報の照会

寄付品情報の 寄付品の

寄付品情報の照会

寄付品情報の確 寄付品の検索一覧

寄付品情報の照会

寄付品情報の
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

事 ー ー ・提供 の
  ー ー

・
  提供
  

イベント ・寄付品の

品 確
引き渡し一覧

寄付品情報の照会

品
ー ー

寄付品の一覧

寄付品の一覧
確

ン ン の 引き渡し
情報

引き渡し
寄付品

寄付品の一覧

センター

品の

引き渡し

引き渡しの

センター 移動し
引き渡し

引き渡し 品の
・ 更

ン ン

品一覧
品 ・

更新

品の引き渡し 品一覧

引き

品一覧引き渡し結果の確

の引き渡
し

確
引き渡し一覧

寄付品一覧

ー ー一覧
の

確
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

イベント開催後 ・提供事業者への報告

・寄付品のセンター間
  移動

寄付品の
引き渡し結果の確

寄付品の一覧

寄付品情報の照会

寄付品の
センター間移動

寄付品の検索一覧

寄付品情報の
照会・更新
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マッチングシステム実証実験

Ⅳ



Ⅳ．マッチングシステム実証実験 
 

.実証実験  

 運用に けて、システムの 効性を確認する。 
 実際の食品の動きに合わ て、システムの効果 な 用状況を する。 
 食品ロス 、 入者の負担の 、利用者の報告負担の 等、システム 入に

よる取 量や団体・ スト・効率など変 を する。 
２.実  

・ ッ ングシステムで、取 い食品の 全性の担保、用 での流れが確認できるのか、

食品の数管理・引 数の確認ができるか する。 

・利用者が、引取り数や 用用 を報告しやすいかどうかも する。 

・実施場 取 い食品 覧 

・青果は、 の手 で行い、引き し数の確定を行う。 

 事前 入者（セ ンドリーグ ） 野菜セット として希望者 集 

 事前 利用者（こども食堂等） 野菜を希望するこども食堂がエントリー 

 事前 提供者（パルシステム ） 野菜が いた で品目・数を入力 

 事前 入者 品目 に り分け、利用者に連  

当日 り分けた数をもとに利用者が引取り  

 事後 利用者 引取数を入力することで数値数確定 
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.  

 ・実 実験 団体に対し、 説明、実 実験に しての 書 を 。 保

、場合によって当法 の 理入力を いただいた。 
 ・ ル とともに画面操作について、 ープル フトウ ・ 通にも同行

いただき、実施。 

 ・提供者、利用者にログインＩＤ・パスワードを 。 

 
４‐ .ビーバーリンクでの実証実験  

生 の セン ーに 品された青果の 品・ 品、利用者 の青果 での流れ

を実 実験で する。 ー ーリンク 見 に しては、冷凍食品の在庫も

実施した。提供者・ 入者・利用者のシステム入力の利 性や 効性を 。 
【実 実験】 
パルシステム の セン ーで実施している ー ーリンク か で、計 、実

実験を実施した。  
（ ） ー ーリンク  

・日  時 11 月 1 日（ ）1 時 1 時 分 

      12 月 11 日（ ）1 時 1 時 分 

・場  パルシステム セン ー 

・利用団体 11 月実施時 団体。12 月実施時 団体。  

ートフ リ くすの  

生活 事業 えあいの  

プロ クト 

くり （12 月実施分に ） 

  ・システム の取 い食品 11 月 青果 1 品目 21  

                12 月 青果 12 品目 2  

（ ） ー ーリンク 見 

・日  時 11 月 1 日（ ）1 時 1 時 分 

      12 月 1 日（ ）1 時 1 時 分 

・場  パルシステム 見セン ー 

・利用団体 団体 

の上こども食堂 

特定 利活動法 な こども食堂  

つるみ  

す いるこども食堂   

  ・システム の取 い食品 11 月 青果 12 品目 2 冷凍品 品目 1  

12 月 青果 11 品目 2 1 冷凍品 品目 2  
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（2）実施状況 

 ・各利用者が集う当日に、システムの流れとして、野菜セット希望をエントリーする方法を

説明。事前に野菜の数量が入力されている画面を確認しながら、実際に引取を行い、数の

入力方法を説明。 

・それぞれのＩＤ、パスワードより入力フォーム等を確認しながら、操作性についてその場

で対応。 

 ・11 月の運用で、利用者が入力後の課題が判明したが 12 月の実験で改善した。 

 ・野菜は全て引き取っていただき、冷凍品は希望数量のみ引取りされ、在庫は冷凍保管し、

食品ロスは発生しなかった。 

 ・12 月では事前登録された数量の在庫と誤差があり、利用者で実数を入力してもらった。 

 ・画面操作しながらの引取りには、多少時間がかかるが、各々のペースで引き取られた。 

 
４‐２.ビーバーリンクの実証実験で出された意見 

【提供者】 
（1）運用について 

・通常業務のなかで、入荷した青果の品目と個数管理をエクセルにて実施しており、入力

自体には大きな負担を感じない。 

（2）システムについて 

・エクセル表との連動、プルダウンの活用、いったん入力したものの上書き機能など、入

力作業の効率を期待する。 

【利用者】 

（1）運用について 
・画面を見ながら、食品を引取る作業は実施しにくい。事前にプリントして紙を見てやっ

てみようかなどの意見あり。 
・事前に引取り品目がわかるので、計画が立てやすくて良い。 
・引取り数が変わった場合も、その場ですぐに数値を変更でき、報告を忘れずに実施でき

ることが良い。 
・保存方法や利用の詳細など食品の詳細を閲覧できると良いのではないか。 
・夏場は特に、冷凍品の引取り量を事前に分かったら、量に応じてクーラーボックスなど

の準備が可能となるので良い。 
（2）システムについて 
・ログイン後の画面に、利用者名（こども食堂等登録した団体の名称が既に入っていると

よい。 
・数字が小さく見えにくい。 
・引取り予定数と同数で、引取り数がすでに入っており、そこから変更できると手間が省

ける。 
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・利用目 を する がプルダウンになっており、入力が だとよい。 
・ ンダーの い 、 覧の など、 イ ンで画面が り わる、 たは り

わらず らわしい。 
・ 目ではう くログインできなかった。画面の り えができなかったなど 。 
 
４‐ .実 た 意  

・事前の数量の り機能、 引取り数報告が できれ 、事務 在でも、利用者

のみの引取りで対応できる可能性が い。ただし、引取り団体間での運用の が

。 の け、 品数が った場合の対応など、当 たはリーダー での対応が

。 
・システムの入力負荷を らす が 。 
・既存のエクセルシートの流用や報告書 の 、自動集計機能、お ら 機能など、

に業務負荷 につながるシステム 入の が 。より 体 に をどの

改善するか、 をつけ対応する がある。 
 

‐ . の実証実験  

数個 に保管されている 備 品の引取り計画に対し、実 実験を実施した。

実 実験では、場 と対 を 定し、 ー ーリンク 品分の 備 品

を、 当する利用者に 分する流れを した。 
【実 実験】 
食品引き し実施している ー ーリンク で、実 実験を実施した。  
（ ） ー ーリンク  

・日  時 12 月 日（ ） 1 日（ ）1 時 1 時 分 

      12 月 11 日（ ）1 時 1 時 分 

・場  らっとパル  

・利用団体 団体 

のお の間 さ んどて 

活動 ートセン ー がさき 

定時   

  ・システム の取 い食品 備 品 品目 1 個 

（ ）実施状況 
・ 備 品 品目の数量をセ ンドリーグ で入力。 
・希望数を各団体に き取り、希望数 理入力。 
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‐２. の実証実験で出された意見 

【提供者】 
（ ）運用について 
・ 備 品の 流は、提供者から か 品される場合と、 数個 に保管されてい

るものを引き取る場合の パ ーンに分かれる。 は、引取り場 が 数個 、多

と 報のボリ ームが大きく、す てをシステムに入れ ことができなかったた

、 か ・当法 での 行入力という で対応した。 品を引取り場 に ける

ので、引取り場 が 数で 時 な場合の、入力負荷の が課題となった。 
（2）システムについて 
・ 品目 品目を、確定数と つける際、システム管理者で誤作業により、 報が

されてし った。 が効かず で 品目を けた。 
・引取り日が ラ ラな場合の連 や、実際との 合性を ける があるのか す

る。 
【利用者】 
（ ）運用方法・システムについて 
・希望数を 入力できず、 と で操作するので、大きな数を入れる場合は手間がかか

る。 
・保存した後、画面表 が特に変わらないので、保存できているのか、手 きが して

いるのかよく分からなかった。 
 

‐ .実 た 意  

・ 備 品の場合、前 したように提供者はすでに備 品のリスト管理をしており、

たにシステムに入力していただく負荷の が となる。 
・利用者にお ら 、事前集 、用 報告といった 連の流れの により実運用の可

能性が がると われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 22 - - 23 -



成果と課題

Ⅴ



Ⅴ．成果と課題 
 

.実証実験  

 

・ 説明、ＩＤ・パスワードの 、作業 の など、事前準備に 定 上の時間

が であることが分かった。 た、パ ンやス ートフォンの操作が となるこ

とから、提供者に できる 性か、利用者の個 の 能に る場合が てくる。操

作や入力を負荷と わずに対応いただける場合と しい場合があり、 入では、

の時間を 分にとる がある。 

・実際の食品流通の流れをシステムに ることが前提であるが、 ー ーリンクで実施

した ースでは、 定通りの作業手 が確認できた。しかし、 の 備 品の引

しのような、個々に状況が う場合、 期間で 機応変に対応しなけれ ならず、 流

の量やス ードによっては、 者 の連 機能がないこと、入力の作業効率などに課

題が った。 

・パンや などの日 品の食品流通の対応について実 実験を引き き実施する。

は、期間 で み立てることができなかったた 、計画を立て実 実験を行う。 

・ 報発 として、 の ッセン ーの活用や、エクセル表計 など既存に 用して

いるものをリンクするなど、 ッ ングシステムで実施する 分の 理が である。 

・実運用に けて、 も えて、どの 分の作業効率改善を するのか、

と合わ て し、 をつけて する がある。 

 

２. ン  

 

利用品の 効活用をすす るには、 ッ ングシステムの入力作業の 、操作の

が である。 た、 報の を るた のお ら 機能や、自動 分け機

能など したい 目である。 運用するた の ストを え、システム できる

について確認が となる。 の ッ ングシステムの 、実 実験では、

や集計を ーでき れておらず、課題として った。 

  ッ ングシステムを 入することによって られる効率 とシステム運用の 管

理 の ランスを え、実運用につな ていく がある。 
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